
  

 

 
 

 

 

                    

 

 

 

 

  

 

 

    

   

 

その星に住む人々は実におだやかな心で暮らし

ていました。誰ひとり「男のくせに」「女のくせ

に」と言う人がいないのです。 

性別にとらわれず、自由に議論をして家事も子

育ても自然に分かち合ってそれでお互いに不満も

なく日々が流れていくのです。重要なことを決め

る場には当然のことながら男女半分ずつという決

まりがありますので、とてもバランスの良い国作

りが出来ます。無用な諍いなど起こらないし、

“人間として”が常に基準になるので自分磨きも

活発です。 

 この青い地球の狭いせまい日本の国もいつかそ

んな時代が来るでしょうか？ 

宝塚市長 
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